E. H. Erikson’s identity theory and education (3) by 宮下,一博 & MIYASHITA, Kazuhiro
E.H.Eriksonのアイデンティティ理論と教育（3）
宮　下　一　博
千葉大学・教育学部
E.H.Erikson’s identity theory and education(3)
MIYASHITA, Kazuhiro
Faculty of Education, Chiba University
　本論の目的は，宮下（2015，2016）に引き続き，エリクソンのアイデンティティ理論の観点から，現代社会におい
て筆者が考える親や教師が子どもに教えるべき点について，議論を行うことであった。本論では，①「人間は長い人
生を生きている（つまり，時間はたっぷりとある）」という点，②「人間は社会（人との関係性）の中を生きている（つ
まり，思うようにならない）」という点，③「人間は歴史の中を生きている（つまり，一人だけの人生を生きている
のではない）という点，④「人生の可変性」という点，⑤「親や教師が手本を見せる」という点の5つについて，議
論を行った。
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　先の筆者の論文（宮下，2016；2017）では，Erikson
（1950，1958，1959，1964，1968，1969）を始めとして，
鑪ら（鑪・山本・宮下，1984；鑪・宮下・岡本，1995a；鑪・
宮下・岡本，1995b；鑪・宮下・岡本，1997；鑪・宮下・
岡本，1998；鑪・宮下・岡本，1999；鑪・宮下・岡本，
2002），宮下・杉村（2010），鑪・宮下・谷・大倉（2014）
等を参照しながら，エリクソン（E.H.Erikson）のアイ
デンティティ理論のポイント（①ライフサイクルという
概念，②心理社会的危機の概念，③相互性の概念，④マ
イノリティの側の視点，⑤時代・歴史の中を生きる人
間，⑥擬似種化と超越的アイデンティティ）について記
述するとともに，これに基づいて，いくつかの現代の学
校教育にまつわる諸問題について議論を行った。それら
の諸問題の第一は，「勉強ができない（得意でない）の
は問題か」，第二は，「『みんな（と）仲良くしましょう』
はこれでいいか」，第三は，「子どものいじめは問題か」，
第四は，これらの諸問題を議論していく上で避けて通れ
ない，「大人は大人らしく，子どもは子どもらしく」，第
五は，「子どもにボランティアをさせるのはプラスにな
るか」，第六は，「教師の体罰をどうするか」，第七は，「教
師が子どもに謝らないという問題」，第八は，「学校の事
なかれ主義（隠ぺい主義）」，第九は，「校則をどうする」，
第十は，「スクールカーストの問題」という内容であった。
それに続く本論では，これらを考慮しつつ，筆者なりに，
親や教師が子どもに教えるべきことに関して，計５つの
点について議論してみようと思う。なお，これら５つの
内容は，人生に関する提言という意味で互いに関連しあっ
ていることから，その記述内容に多少の重複があること
を予めお断りしておきたい。
⑴　人間は長い人生を生きている（つまり，時間は
たっぷりとある）：
　先日，2017年の日本人の平均寿命が発表された（朝日
新聞2018年７月20日）。それによると，男性が81.09歳（前
年比＋0.11歳），女性が87.26歳（同＋0.13歳）で，過去
最高を更新した。これは，癌や心疾患，脳血管疾患など
の死亡率が改善したことの影響が大きいとされ，仮にこ
の３大死因で亡くなる人がいなくなると，平均寿命は男
性で6.81歳，女性で5.61歳延びるという。この平均寿命
の増加には，医療技術等の発達はもちろんのこと，食事
などの栄養面の影響が大きいと推測されるが，日本人に
ついては，人生100年が夢ではない時代に入ったといっ
て良いだろう。
　このようなデータを見ていると，人生全体に占めるそ
の序盤の子どもの時代の割合は，非常に低くなったと考
えることができる。「子ども」をどのように定義するか
は様々であろうが，満20歳をもって成人と定める我が国
の現在の法律によれば，「20歳未満」が子どもというこ
とになるし（2020年４月からは満18歳で成人），その大
半がまだ学校に身を置く大学生までを子どもと捉えるこ
ともできる。これ以外にも，その定義は何通りもあり得
るが，いずれにしても，20歳前後までを子どもと捉える
とすれば，人生100年の時代においては，子ども時代は
人生全体の約２割に過ぎないということになる。
　エリクソンによれば，人生序盤の子ども時代は，親や
教師からしつけや教育を受けるというかたちで，様々な
ものをtakeすることが主となる時期，それ以後の大人
の時代は，次の世代への関わり等を含めて，他者や社会
にgiveをすることが主となる時期とされる。
　つまり，子ども時代は親や教師の適切な教育を受ける
などして，大人になるための経験や準備をしている時期
に相当する。子どもは，子どもらしくなければならない
が，大人も大人らしくなければならない。子どもは，そ
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の成長の過程で，様々な失敗や不道徳なこと，大人や社
会への反発・反抗などをすることがある。何度言っても
約束を守らなかったり，たびたび嘘をついたりすること
もある。不登校やいじめというかたちで，自己の葛藤や
苦しみ等を表現する子どももいる。言ってみれば，これ
が子どもらしい子どもである。このような子どもの様々
な言動に対して適切に向き合い，子どもを指導する存在
が，大人である親や教師といえる。こうした子どもに対
して，叱責を繰り返したり，罰を与えたりするなどの対
応ばかりを行うことは，その子どもの人生を潰しかねな
いリスクを持っていると考えるべきであろう。
　そこで考えておくべきは，人生にはたっぷりと時間が
あるという点である。子どもという現在にこだわって，
彼らの未来を狭めることはあってはならない（大人自身も，
子どもより短いとはいえ，今後のそれなりに長い時間が
存在する）。現在の子どもの姿は，その時点までのその
子どもの成長のプロセスとしての一つの到達点なのであ
り，最終地点ではない。今現在がどうであろうと，子ど
ものありようは変わるし，変わらざるを得ない。人間の
人生は，長い時間のプロセスの中で，答えが導き出され
るべきものである。親や教師は，このことを知っている
はずである。であるならば，これを子どもに教えてほし
いと思う。自身の失敗や挫折，自らの波乱万丈の人生を
子どもに語るのも良いであろう。
　人生100年の時代ともなれば，その点の重みは一層増す。
子ども時代に何があろうとも，長い人生の中で，自分の
人生を見つめなおしたりやり直すことも可能である。子
ども時代いかんで人生が決まることは決してない。大人
は，身をもってこのことを子どもに教えるべきだと考え
る。子どもの成長を，長い目で見つめ，教育や支援がで
きる大人という存在が，より一層重要になりつつあるの
ではないかと考えられる。
⑵　人間は社会（人との関係性）の中を生きている
（つまり，思うようにならない）：
　「人間は社会（人との関係性）の中を生きている」と
いうことは，大人になれば，誰でも実感として気づくこ
とである。それは，大人が様々な生活場面において他者
にgiveをすることが重要なことであり，それが不可欠
であるということに気づくからに他ならない。大人に
なると，通常，他者からtakeするだけでは満足できな
いことを知る。他者に支援したり手助けなどをすること
が，その人のみならず，自分にとっての喜びともなるこ
とが実感として分かるようになる。このようなtakeか
らgiveへと主たる心理的なメカニズムが変化・発達し
ていくことが，エリクソンからすると，「大人」という
存在になるということなのである。つまり，大人になる
と，give and takeという相互的なメカニズムが実感と
して感じら取れるようになる。
　子ども時代は，takeすることが主要な心理的メカニズ
ムであることから，他者にgiveするということは，大
人ほど意識することはない。しかるに，自分がtakeす
ることで，他者にgiveしていること（例えば，大人か
ら叱責を受けて，自らが反省することが大人に対して
giveしていること）にも気づくことはない。しかしながら，
大人は，自分がgiveすることで，他者からtakeしてい
ること（例えば，その行為に対して自分が喜びを感じる
こと）が実感として分かるようになる。
　takeのメカニズムが優勢である子ども時代は，まだ自
分が「社会（人との関係性）の中を生きている」と感じ
ることは少ないし，それで良い。やがて自分が大人にな
れば，分かることなのである。しかし，ここで言ってお
きたいことは，現時点で子どもにこの点は分からないに
しても，そのメカニズムの存在を，大人が示すことはで
きる。例えば，「人生はなかなか思い通りには進まない
こと，時には我慢することも重要なこと」等について子
どもと話をしたり，自らの具体的体験を話したりするこ
とはできる。何かの折に（例えば「，家族でキャンプを
した時」など），その状況によっては，「自らの思いだけ
で突っ走っても，物事はそれだけではうまく進行しない
ことがあること」などを教えることも良いであろう。ま
た，「他者の意見を聞くこと」や「周囲とうまくやること」
などを教えても良いであろう。
　つまり，人間は一人で生きていけるわけではないので，
頻繁に「思うようにならない」という事態に直面する。
自分以外の大勢の他者との関係性の中を，つまるところ
日々刻々と変化する社会の中を生きているということを，
子どもはまだ実感としては分からないものの，大人とし
て伝えようとする姿を見せることが重要と考えられる。
　子どもが（もちろん，大人も同様である），人間関係
等ちょっとしたことで挫折をして，立ち直れなくなって
しまうというのは残念なことである。大人は，むしろ失
敗や挫折というものは，（そもそも思うようにならない）
人生につきものなのであり，それこそが人生を生きてい
る証であるというごく常識的なこととを，機会を見て子
どもに話をしたり，教えたりしてほしいものである。
　ここで，人生における人間関係の意味について考えさ
せられるいくつかの調査を見てみることにしよう。
　まず，ガベージニュース（2014）が示したデータによ
ると，「あなたにとって，一番大切と思うものは何ですか。
一つだけあげてください」という問いに対して，「生命・
健康・自分」や「子ども」，「金・財産」，「愛情・精神」
に関しては，1958年～2013年（５年間隔の調査）にかけ
て次第に減少傾向を示しているのに対して，「家族」の
割合が，12％～44％へと際立って増加しているとの結果
が示されている。
　また，マイナビウーマン（2015）が，2015年４月に，「お
金で買えない本当に欲しい物：人生で一番大切なものは
何か？」について22歳～34歳の働く女性を対象にWeb
調査を行った。その結果，①健康第一，②人とのつなが
り，③パートナー，④子ども，⑤能力や才能の５つが抽
出された。
　この２つの調査結果から，（もちろん，いくつかの例
外はあるものの）家族を始めとする人間関係や人とのつ
ながりというものが，人生においてかなり重要な意味合
いを持っていることが理解される。
　このように，人間関係が重要であるということはそれ
なりに分かってはいるものの，これがなかなか思うよう
にならないという点も，同時に知っておく必要がある。
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大人であれば，経験等を積んできたことにより，徐々に
この点について理解はできているが，子どもはその練習
をしなければならない時期に相当し，手痛い失敗を繰
り返してしまう可能性もある。「自分の思うようになら
ない」ということで，時に人を深く傷つけてしまったり，
混乱して自暴自棄になったりすることもある。子ども自
身も，意識的・無意識的に人間関係の重要性に気づいて
いるからこそ，そのダメージも深刻さが増すわけであるが，
親や教師は，「そもそも人間関係は思うようにならない」
という前提を，子どもに直接的・間接的に繰り返し教え
込む必要がある。場合によっては，トラブルが生じた時
の解決策のヒント（謝る等）を教えてみるのも良いであ
ろう。
　エリクソンは，「人生は人間関係そのもの」という認
識を持っている。つまり，人間関係を欠いた形での健康
的な人生などあり得ないと考えている。また，「社会」
はいわば人間関係の集合体であり，人間は生涯そのよう
な変化や流動性溢れる社会の中を生き続けていくのであ
る。逆に言えば，「思い通りになる社会」は，それ自体，
本当の意味での「社会」ではないと言っても良いであろ
う。どうすれば充実した人生，幸せな人生が送れるのか。
その人の価値観等により，その見解が分かれる可能性は
あるが，充実した人との関係性という点が，その一つの
要因を形成していることは間違いないことであろう。
⑶　人間は歴史の中を生きている（つまり，一人だ
けの人生を生きているのではない）：
　子どもはまだ気づかないが，人間は歴史の中を生きて
いる。あるいは，歴史を作りながら生きているという方
が正確な言い方かもしれない。エリクソンの発達論は，
このことを明確に指摘している。大人であれば，普段そ
れほど意識してはいないが，そのように指摘されれば，「そ
うかもしれない」，「そうだろう」という気づきを持つこ
とは比較的容易であろう。「歴史」と言われると，多少
の驚きをもつ場合もあるが，自らの人生自体がある種の
「歴史」であることから，その絶え間ない連続がマクロ
の「歴史」を形成していると捉えることができるのである。
　自らの人生がある種の歴史であると述べたが，この「自
らの歴史」は，ある時空に単独でポツンと存在するわけ
ではない。「自らの歴史」以前に，近いところでは祖父
母や両親の歴史がある。それ以前の，数多くの先祖の歴
史も存在する。こうした絶え間のない連続性の中の１点
に，自らの人生という「歴史」が存在する。これを，人
類全体に広げたものが，いわゆるマクロの「歴史」に他
ならない。
　子ども時代は，この点にほとんど気づくことはない。
まだ自らを相対化して捉えることは苦手であり，自らの
立場優先で一方向的に様々な事象を捉える傾向が強いか
らである。例えば，いじめ自殺という悲しい現実がある
が，自ら命を絶つ（あるいは，そのように仕向ける）こ
とは，自分自身（あるいは，その人）のみならず，自分
自身（あるいは，その人）が背負っている「歴史」をも
消し去るということを，知っておく必要がある。子ども
は，苦しいから自らの命を絶つ（あるいは，その人が憎
いから徹底的にいじめ抜く）わけであるが，自分の両親
を始めとする数多くの先祖の歴史をも背負っているとい
うことに気づけば，それほど簡単に自殺する（あるいは，
自殺に追い込む）ということにはならないはずである。
そして，自分が死ねば，両親はもちろん，祖父母や友達
等多くの人が悲しむ。これは，自分も他者も同じことで
ある。とするならば，親や教師は，この点について，折
に触れて，子どもに話をしておく必要がある。「自分も
他者も皆，各々の歴史を背負いながら１回きりの大切な
人生を生きている」ということを。
　ところで，この項の冒頭で，「人間は歴史を作りなが
ら生きている」と記したが，我々の生きている時代は決
して一定ではなく，種々変化を遂げながら，我々の生活
（人生）の前に姿を現す。
　このような時代の連続が，歴史を構成していくわけで
あるが，その我々人間が日々生活をしている現代も，人
間自身の営みを始めとして，自然環境等の影響も受けな
がら，良い意味でも悪い意味でも，大きく変化する可能
性がある。その極端なものが，時代（歴史）を大きく変
える出来事や大災害等であるが，こうした動き続ける時
代の中を人間は生きているのである。
　例えば，2017年に起こった主要な出来事を列挙してみ
よう（時事通信，2018）。１月トランプ大統領が就任，「米
国第一主義」を宣言。大間のマグロ，7420万円，史上２
番目の高値。２月：金正男氏殺害事件。プレミアムフラ
イデー開始。３月：籠池氏，森友問題で証人喚問。英議
会テロ。４月：パリ・シャンゼリゼで銃撃テロ。千葉小
３女児殺害。５月：北朝鮮が３週連続でミサイルを発射。
元事務方トップ，異例の会見（加計学園問題）。６月：
英総選挙，保守党敗北。「共謀罪」法成立。７月：香港
民主派が大規模デモ。九州北部豪雨。８月：米バージニ
ア州の白人主義集会で衝突，死者も。第３次安倍第３次
改造内閣が発足。９月：日米韓首脳会談。衆院解散，総
選挙へ。10月：米ラスベガスで乱射，58人死亡。沖縄で
米軍大型ヘリ墜落。11月：イラン地震発生。トランプ米
大統領，初来日。12月：アフガン首都で連続自爆テロ。
富岡八幡宮宮司刺殺。
　続いて，2018年の前半（時事通信，2018）。１月：北
朝鮮視察団が訪韓（芸術団五輪公演を準備）。成人の
日，振袖業者不明（はれのひ）。２月：陸自ヘリ民家墜落，
炎上（佐賀）。米高校で銃乱射，17人死亡。３月：プー
チン氏が圧勝（ロシア大統領選）。佐川氏証人喚問（森
友文書改ざん）。４月：米英仏，シリアに軍事攻撃。日
米首脳会談。５月：米大使館，エルサレムに移転。潜伏
キリシタン世界遺産へ。６月：米朝首脳，史上初の会談。
カジノ法案が衆院通過。７月：オウム真理教による一連
の事件で死刑が確定していた13名の死刑が執行。西日本
豪雨。
　こうした出来事を我々は目撃してきたわけであるが，
我々がこうした出来事の影響を受けるのはもちろん，同
じ時代に生きる人間として，それらに何らかの関わりを
もって生きてきたと考える方が良いであろう。
　このように，我々の生活（人生）は，時代（歴史）の
影響を受けるが，それは決して一方的なものではなく，
我々が時代（歴史）に働きかけて，時代（歴史）を変え
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ていくこともできる。例えば，選挙での投票行動によっ
て政権の力動を変えていくとか，自らの価値観に合う企
業がないのであれば，自ら積極的に起業して時代（歴史）
を動かしていくことも可能である。エリクソンは，この
ようなことも指摘しているのである。
⑷　人生の可変性：
　先に，「時代は一定ではない」と記したが，これは当
然人間の人生にも当てはまる。「波乱万丈」などと表現
されることもあるが，極端な場合，人間の人生は日々刻々
と変わると言っても良いであろう。また，自分自身につ
いても，「発達」という意味合いで言えば，日々刻々と
変化しているのである。
　人間は，日々刻々と変化する時代の中を，自らも変化
しながら人生を進めていく。となれば，人生はいつどこ
でも変わってもおかしくない。今までが大丈夫だったか
ら，今後もそうかと言えば，その保証はどこにもないし，
逆に，今まで失敗ばかりでうまくいかなかったから，そ
の後もずっとそのままであるということも，全く当たら
ない。誰でも油断をすれば転落が待っているし，努力を
すればそれなりに成功する可能性があるという単純な論
理がそこには存在する。
　例えば，勉強は苦手，素行も悪いという子どもがいる
としよう。「この子どもはもう駄目だ」と早々に決めつ
ける人は少ないと思われるが，その中には親も教師も教
育を放棄して，「もう駄目」というレッテルを貼る人も
いるであろう。このような対応は，ここで述べている内
容を全く理解していないことになるし，親や教師が大人
の責任を放棄した対応と考えられる。特に子どもは，い
つでもどこでも大きく変わる可能性を有している。子ど
もが変化するには，それなりの原因が存在するが，人と
の関係性の変化という点が最も大きいと言えるかもしれ
ない。親や教師との関係や，友人関係の変化などが代表
的なものであろう。親や教師が，エリクソンの言う意味
での「大人らしい大人」であることや，そのような大人
へと変わっていくことが非常に重要な要素の一つと考え
られる。
　そもそも親や教師は，こうした点は，自己の経験や周
囲の人を見ることなどを通して分かっているはずである。
何らかのことがきっかけで，自分の人生が良い方向に変
化したとか，困っている時に友達に助けてもらうことで，
その後の人生を切り開いていくことができた等々，自分
でもいくつか思い当たることがあるはずである。こうし
た自分や身近な人の経験を，子どもに話をすると良いで
あろう。子ども時代に苦労をしたものの，大人になって
成功した人の例などを知っていれば，そうした話をする
のも良いであろう。同時に，高を括って安心しきってい
ると，とんでもないことが起き得るということも知らせ
ると良いであろう。時に，「禍福は糾える縄のごとし」
とか「人間万事塞翁が馬」というような内容について話
をしてみるのも良いであろう。
　また，「いじめ」に苦しむ子どもが多いわけであるが，
その際に，今いじめを受けているとしても，それは未来
永劫続くものではないこと，近い将来環境が変わるなど
して，絶対にその苦しみから逃れられること等も，子ど
もには伝えてほしいと思う。
　人生とは，いくらでも変わる可能性があるし，自分自
身も大きく変わる余地がある。諦めてしまえばそれまで
かもしれないが，諦めなければいくらでも変わっていく
可能性がある。
　また，これは悲しい例ではあるが，犯罪の被害者，大
震災等の被災者という形で強制的にその生活や人生を変
えさせられてしまうということも，現実問題としてはあ
る。それらにめげずに，再び立ち上がっていこうとする
姿には誰もが勇気づけられるわけであるが，そうした人
が被った心身の傷の大きさを考えると，どうすればいい
のか分からなくなることもある。被害者や被災者からは，
「そこまでされて，再び立ち上がれ」と言うのかという
ような声が高くなって当然である。
　人生の可変性，社会の可変性という点は，古文等でも
多々謳われている。例えば，有名な平家物語の「祇園
精舎」の一節（Wikibooks，2018）。「祇園精舎の鐘の声，
諸行無常の響きあり。娑羅双樹の花の色，盛者必衰のこ
とわりをあらわす。おごれる人も久しからず，ただ春の
夜の夢のごとし。猛き者もつひには滅びぬ。ひとへに風
の前の塵に同じ。」これによれば，世の常として，「盛者」
も「おごれる人」も「猛き者」も，やがては力を失って
滅びてしまうということである。つまり，その時代の権
力者や支配している人でも，やがては衰えて変わってい
くという教えである。
　これは蛇足であるが，筆者が子ども時代を過ごした
1960年代はテレビが出始めて間もない頃であったが，子
ども向けの様々な印象深いドラマが放映されていた。「月
光仮面」や「七色仮面」，「快傑ハリマオ」，「紅孔雀」，「少
年探偵団」など，完全懲悪をドラマの主題に掲げる数多
くのドラマをテレビに噛り付いて繰り返し観た記憶があ
る。どれも同じ，「正義の味方が，悪人をやっつける」
という単純な流れではあるが，悪事を働いた者は必ず滅
ぼされ，正義の社会に変わる（戻る）というストーリー
が徹底的に頭に叩き込まれた記憶がある。「嘘をつけば
バレること」や「悪いことをすれば必ず罰せられること」
などについても，子どもながらに学んだように思う。
このように，人生や社会は，いくらでも変わる可能性が
ある。また，人間には自らの人生や自らが生きる社会を
変えていく力も備わっている。それを子どもにも教えて
ほしいと思う。
⑸　親や教師が手本を見せる：
　エリクソンの言う対人関係の相互性というメカニズム
を利用して，親や教師が子どもとコミュニケーションを
取るなど積極的な関わりをするというのは，子どもを教
育するという意味で，もちろん最も効果的な方法である
が，それ以外にも別の有効なやり方がある。この項で掲
げている，「親や教師が手本を見せる」という方法がそ
れに該当する。いわば，大人が自らの背中を見せる形で
子どもに教育を行うという方法である。
　親や教師は，自らが意識的にどう振る舞っているにせ
よ，通常どのような言動をしているにせよ，無意識面も
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含めて子どもにはその全てを見られている。見られてし
まっていると表現する方が良いのかもしれない。例え子
どもの前で偉そうに振る舞っていたとしても，純粋な子
どもの目からすれば，しっかりそれが見破られてしまう
と考えれば良いであろう。自らができないことを子ども
に要求する大人，言行不一致の大人，ただ威張っている
だけで中身のない大人，これらの大人に対しては，子ど
もは間違いなく軽蔑の気持ちを持つだろう。子どもの前
でどのように振る舞おうが，普段の大人の言動を見てい
れば，容易に分かってしまうことなのである。
　例えば，普段子どもに時間をうるさく言う父親が，家
族との食事の待ち合わせ時間に30分以上遅れたとしよう。
普段，門限などにうるさい父親が，このありさまである。
こうしたことが重なると，子どもには父親不信の気持ち
が芽生え，父親の言うことを聞かなくなることも起こり
得る。では，このような失敗をした場合，父親はどうす
れば良いであろう。それは，子どもに対して自身の誤り
を謝罪すべきなのである。その際，言い訳や弁解をして
はいけない。理由が何であろうと，遅刻したことを詫び
る必要がある。「父親なのだから，子どもに謝ることな
どできない」と思うのであれば，自らは子どもに対して
教育する資格がない存在と考えるべきであろう。
　教師もまた，同様である。通常，「遅刻をしてはいけ
ない」，「人と仲良くしなければいけない」などと厳しく
言っている教師が，授業時間に遅れてきたり，他の教員
と口論などをしていれば，子どもからすると，その教師
は全く残念な教師ということになってしまう。
　そうではなくて，親や教師は，手本を見せるという形で，
子どもと接するのが良いであろう。子どもができないこ
とやその失敗を叱責ばかりするのではなく，一緒に何か
をしたり，親や教師自らが失敗した時に謝るなどの手本
を見せるべきであろう。子どもに対して余り厳格になり
過ぎずに，かつ親や教師自身も力を入れ過ぎずに，真摯
に自らの生き方を見せていくのも一つの方法であろう。
　ここに一つ，教師に関する調査結果を示そう。文部科
学省の調査による「精神疾患で休職した教員数」のデー
タによれば，2015年度の休職者数は全国で5,009人であ
り（文部科学省，2017），３年連続で5,000人を超えたこ
とが報告されている。また，最新の2016年度のデータ
（2018）では，その数は4,891人であった。この数値が登
場する「公立学校教職員の人事行政状況調査」には，こ
れ以外にも，「教師の懲戒処分等人数」や，「指導が不適
切な教員数」などのデータが記されている。
　これをどのように読めば良いであろうか。「精神疾患
で休職」ということであるが，その原因は様々であろう。
同僚の教師との関係もあるだろうし，子どもとの関係も
ある。また，その教師自身の性格や悩みなども考えられる。
しかしながら，子どもの目からすると，担任が教壇に立
たない（立てない）現実は，喜ばしいはずはない。また，
「懲戒処分」であれば，体罰等により処分を受けた教師
も含まれることから，とても「教師らしい教師であった」
とは言い難い。
　これらの内容は，理由はどうであれ，「教育を放棄し
た教師」と言われても仕方のないことであろう。厳しい
言い方かもしれないが，（何があろうと）教壇に立ち続
けて子どもの手本として生きるということを放棄してし
まった教師の姿である。
　子どもは，これをどのように見るであろうか。ある日，
突然，教師が教壇から去ってしまったのである。「先生
はどうしたのだろう」，「何があったのだろう」と漠然と
思う子どももいるだろうが，中には，「先生は，自分た
ちを捨ててどこかに行ってしまった」，「自分たちから逃
げた」というような否定的な感じ方をする子どももいる
であろう。残念な言い方ではあるが，これでは，「大人
失格」の烙印を押されたも同然である。子どもたちから
すれば，今後自分たちが目指す大人社会（大人という存
在）が，どこか雲がかかった見通しにくい暗い社会のよ
うに見えても致し方ない。教師は，子どもたちにとって
の大人の代表の一人として，その道しるべになるべき存
在であろうが，その期待が見事に裏切られたということ
になってしまうのである。
　このように，親や教師といった大人が子どもと関わる
際には，直接的な教育や指導にとどまらず，「子どもが
見て間接的に学ぶ」という側面も非常に大きい。子ども
を叱ったり説教するだけの大人ではなく，自らセルフコ
ントロールが利き，かつ辛抱強い大人らしい大人の姿を，
子どもに見せて欲しいものである。こうした，無言の教
育をしていくことも，大人である親や教師が子どもにで
きる力強い仕事の一つなのである。
⑹　おわりに：
　本稿では，エリクソンの発達論の観点から，親や教師
が子どもに教えるべき点について記述を行った。本稿は，
宮下（2016，2017）とともに，E.H.Eriksonのアイデンティ
ティ論の観点から「教育」に対して提言を行った３論文
の一つである。筆者は，本年度末に本学を定年退職する。
これら一連の３論文を「卒業論文」と位置づけ，本学に
おける教員生活を締めくくりたいと思う。
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